
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野田村ボランティアまつり学生サークルボランティア公演 

～東日本大震災復興支援後の新たなつながりの形～ 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に対する復興支援の取組として、本学は、青森

県社会福祉協議会等からの情報提供に基づき、岩手県野田村を支援することとし、「Molley 笑顔

プロジェクト」を立ち上げました。プロジェクトでは、岩手県野田村社会福祉協議会との連携の

もと、学生ボランティアによる復興支援活動を行ってきました。 

 

平成２６年度からは、村内の仮設住宅が閉鎖されるまでの残り２年間、学生ボランティアによ

る支援を継続することに決定し、支援を続けました。平成２８年度末に村内の仮設住宅すべてが

予定どおり閉鎖されたことに伴い、岩手県野田村に対する約６年間にわたる本学の復興支援活動

も一段落を迎えることとなりました。 

 

平成２９年度からは、これまで築き上げてきた野田村と本学との絆を大切に、新たな形で交流

を深めていくこととなり、野田村で開催される「野田村ボランティアまつり」に、希望する学生

サークルがボランティアで参加しています。 

 

平成３０年７月７日に開催された「第５回野田村ボランティアまつり」には、書道サークル７

名、吹奏楽サークル１３名が参加し、書道パファーマンスと吹奏楽演奏を披露したほか、子ども

たちと七夕の短冊作りを行いました。あいにくの雨天ではありましたが、訪れた村の方々に喜ん

でいただけたようで、参加した学生たちも、ひとときの交流を心から楽しみました。 

 

 

 

  

 

吹奏楽サークルによる演奏 

 

 

書道サークルによるパフォーマンス 

 

 

 

 

 

書かれた文字とメッセージ 

《活動日》 平成３０年７月７日(土) 

《活動場所》野田村保健センター 

《活動内容》書道パフォーマンス、吹奏楽演奏 

《本学参加者数》ボランティア学生２０名 

引率教員１名 

《来場者数》２５０名 

子どもたちとの短冊作り 


